
〜 2024 年度新人社員向け〜

住宅営業の基本修得プログラムのご案内

1. 入社内定者に住宅建築に関する知識を与える
　「内定者向けオンライン通信教育」
・申込み受付中　2024 年 2 月末までのプログラム

2. 新入社員向けの自習プログラム
　「TACT ゼミナール」
・2024 年 3 月から 2025 年 2 月末まで

3. 新入社員研修が出来ない会社向け
　「JSK 式住宅営業職新入社員研修」
・2024 年 4 月 10 日（水）から 12 日（金）

株式会社住宅産業研究所
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内定者向けオンライン通信教育1
「内定者向けオンライン通信教育」の
概要ご案内映像はこちら　　➡️
https://youtu.be/2ONtWKBb1n4

1. プログラムの目的
2024 年度入社内定者に、住宅会社の社員と

して最低必要な知識を、入社前に身につけさ
せることを目的としています

2. プログラムの内容
学習する内容は以下の通りです

項目 内容

敷地と
建物の関係

建築出来る土地か？
建てられる建物と土地の関係
申請手続き
土地を購入する場合

建物の構造

構造種別と構造形式
建物の耐久性
災害対策（地震・台風・火災など）
暮らしの変化への対応

室内空間

間取りについて
設備について
室内環境(断熱・気密・換気など）
特殊な計画

資金計画

資金計画バランスシート
費用について
支払いについて
その他必要な知識

各種法律

民法（必要なもののみ）
不動産登記法
品確法
その他の法律

3. プログラムの進め方
講義動画を見て、宿題を送り、講師からチェッ

クとアドバイスを受けます
右の図のような流れです
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◼講座の様子（全部で 23講座）

◼テキストサンプル（A4縦　124 頁）

◼宿題サンプル（全部で 11問）

「内定者向けオンライン通信教育」の使い方ご案内映像はこちら　　➡️
https://youtu.be/5Daw5SBnLF8

「内定者向けオンライン通信教育」の講座サンプル映像はこちら　　➡️
https://youtu.be/0qS2RggwV9c

内定者向けオンライン通信教育コース 33,000 円 / 人

1 社で 7名以上参加される場合は、こちらがお得です！
内定者向けオンライン通信教育・会社単位コース 220,000 円 / 社
※このコースは、申込み会社の担当者が、参加者の解答とそれへの講師アドバイスをチェック出来ます
※ 20 名を超える場合は、追加申込が必要になります
※どちらのコースも、2024 年 2 月末まで利用出来ます

お申込み方法は、最後のページをご覧ください

4. サンプル紹介

5. コースと費用

68 69
株式会社住宅産業研究所 株式会社住宅産業研究所

住宅営業に必要な知識 住宅営業に必要な知識

キッチン、洗面化粧台、お風呂、トイレは、毎日

1回は使うものなので、お客様との話の中心になる

ことが多い。いろいろな話題についていけるように

知識を習得しておこう。

I. キッチン
「キッチン」と言う言葉には、部屋のことを指す

場合もあるし、システムキッチンを指す場合もある。

システムキッチンについての知識は、キッチンメー

カーのショールームで実物を見ながら確認しておく

こと。

部屋については、したいコトによってシステム

キッチンの配置が変わってくる。呼び方はいろいろ

あるが、図のような３つのタイプで説明する。
タイプ 出来るコト

壁付けタイプ
・独立キッチンなら調理に集中出来る
・DKタイプなら配膳、片付けが楽など

対面タイプ
・キッチンで孤立しない
・配膳、片付けが楽など

アイランドタイプ
・複数の人で調理が出来る
・インテリアとして楽しめるなど

II. その他水回り

1. 洗濯機の置き場と洗面
洗濯機の置き場によって、洗面所、脱衣所の配置

が変わってくる。洗濯機の置き場は重要である。
タイプ 出来るコト

家事室に置く ・家事がしやすい

脱衣所に置く ・洗濯がしやすい

洗面所（兼脱衣所）
に置く

・スペースを取らなくで済む
・最も多いパターン

2. 浴室
ほとんどの会社がシステムバスを採用しているの

で、建材メーカーのショールームで実物を見ながら

確認しておくこと。

浴室の配置は、他の水回りに近い場所にするか、

寝室に近い場所にするかの2パターンが考えられる。

家事効率を優先するか、使い勝手を優先するかで選

択が変わってくる。

3. トイレ
トイレも、建材メーカーのショールームで実物を

見ながら確認しておくこと。

トイレは、洗面をつけるかどうか、各階につける

か、男性用と女性用を分けるかどうかなどが、暮ら

し方によって違ってくる。一般的には、1階のトイ

レに洗面をつけて、2階にもトイレは作るが洗面は

つけないというパターンが多い。

4. 水回り設備のチェックポイント
いろいろなポイントが考えられるが、ほぼ毎日 1

回、家族全員が使うものなので、次の 3つのポイン

トがお勧めである。

①使い勝手が良いこと

②収納が使いやすいこと

③お手入れがしやすいこと

もちろん、デザインや価格も重要である。建材メー

カーによって、重視しているポイントが違うので、

ショールームの担当者などに確認しておくと良いだ

ろう。

III. スマートハウス
スマートハウスとは、1980 年代にアメリカで提

唱された住宅の概念で、家電や設備機器を情報化

配線等で接続し最適制御を行うことで、生活者の

ニーズに応じた様々なサービスを提供しようとする

ものである（ウイキペディアから引用）。ここでは、

ZEH、太陽光発電、蓄電池について解説する。

1. ZEH
資源エネルギー庁のホームページによると、

ZEH( ゼッチ ) とは「Net Zero Energy House( ネット・

ゼロ・エネルギー・ハウス )」の略語。

また同じホームページでは、ZEHのメリットとし

て次の 3つをあげている。

①健康で快適な毎日が送れる

②光熱費が安くなる = おサイフと環境にやさしい

③ 災害時の安全・安心

他にも補助金、住宅ローンの金利減免などのメ

リットもある。

ZEHにするためには、まず、高断熱にしてエネル

ギーを極力必要としない住宅を建てること。次に高

性能設備（HEMS）でエネルギーを上手に使うこと。

そして太陽光発電などエネルギーを住宅で創り、住

宅におけるエネルギーの消費量を± 0にすることが

求められている。

自社の ZEH対応について調べてまとめておく。
自社の対応

2. 太陽光発電+蓄電池
省エネの問題と原油高の影響で、太陽光発電+蓄

電池の人気も高い。また以前のように売電価格が高

くなくなっているので、発電した電気を自宅で使う

人が多くなっている。さらに、地震や台風などの災

害時に停電が起きるので、それへの対応になるので、

住宅購入予定者の関心も高い。

自社の対応について調べてまとめておくこと。
自社の対応

3. V2H（ブイツーエイチ）
V2Hは正確に言うと、ビークルトゥホーム(Vehicle 

to Home) といって、EV車や PHV車のバッテリーの

電力を家庭で使用することができるシステムの総称

のこと。分かりやすく言うと、電気自動車を家庭用

蓄電池に変えることができるシステムのこと。

蓄電容量が多いこと、ガソリン代の節約になるこ

と、環境にもやさしいことなどから、設置する住宅

が増えている。

自社の対応について調べてまとめておくこと。
自社の対応

知識 10.　設備に関する知識

ここで
学習する
項目一覧

一般論の
解説

自社の対応
記入欄

「建物の構造」
「室内空間」には
自社の対応記入欄
がありますので
入社後研修で
使えます
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TACT ゼミナール（オンライン通信教育）

1. プログラムの目的
2024 年度新入社員、入社 3 年未満の社員な

どに、注文住宅の営業職として最低必要な知
識とスキルを、1 年間で身につけさせること
を目的としています

2. プログラムの内容
学習する内容は、「知識編」と「スキル編」

の 2 つに分かれます
知識編の内容は以下の通りです

項目 内容

敷地と
建物の関係

建築出来る土地か？
建てられる建物と土地の関係
申請手続き
土地を購入する場合

建物の構造

構造種別と構造形式
建物の耐久性
災害対策（地震・台風・火災など）
暮らしの変化への対応

室内空間

間取りについて
設備について
室内環境(断熱・気密・換気など）
特殊な計画

資金計画

資金計画バランスシート
費用について
支払いについて
その他必要な知識

各種法律

民法（必要なもののみ）
不動産登記法
品確法
その他の法律

スキル編の内容は以下の通りです
項目 内容

会話承認を
もらう

合意形成プロセス
会社紹介・自己紹介
建物案内の基本
建物案内の応用・説明後の質問

現状を
教えて
もらう

反応的聞き方・共感的聞き方
現状と計画の進捗状況
注文住宅希望理由・関与者
当社を知ったきっかけ

計画阻害
要因

を排除する

不明点を明らかにする
不安を解消する
重視点をアピールする
知りたいことに答える

プレ
プレゼンを

行う

コンセプト（商品）を提案する
資金計画を提案する
敷地状況を聞いて間取りを提案する
自社で進める合意を得る

クロー
ジングを
かける

今後の進め方を説明する
最初にすることを教える
次回の約束を取る

3. プログラムの進め方
講義動画を見て、宿題を送り、講師からチェッ

クとアドバイスを受けます
知識編の宿題は、記述形式で解答します
スキル編の宿題は、ロールプレイを動画で撮

影します（PC やスマホで）
詳しい使い方をこちらの動画をご覧ください
https://youtu.be/Hg_562yVA6c

「TACT ゼミナール」のご案内映像も
ご覧ください

2
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◼講座の様子（全部で 24講座） ◼公式お手本サンプル（全部で 50）
4. サンプル紹介

◼スキル編テキスト（166 頁　PDF）
　※知識編テキストは内定者向けオンライン通信教育と同じです

ここで
学習する
「公式」

公式の解説

例文
（お手本映像有）

自社の場合
記入欄

（ここが宿題）

5. コースと費用
TACT ゼミナール基本コース 99,000 円 / 人

1 社で 5名以上参加される場合は、こちらがお得です！
TACT ゼミナール・会社単位コース 220,000 円 / 社
※このコースは、申込み会社の担当者が、参加者の解答とそれへの講師アドバイスをチェック出来ます
※ 20 名を超える場合は、追加申込が必要になります
※どちらのコースも、2024 年 3 月から 2025 年 2 月末まで利用出来ます

お申込み方法は、最後のページをご覧ください

講座のサンプル映像です
https://youtu.be/JS-E00xm4jc
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毎年ご好評をいただいております
「JSK 式住宅営業職新人研修」を 2024 年度も開催します
住宅業界に特化した新人研修です

JSK 式住宅営業職新入社員研修

1. プログラムの目的
2024 年度新入社員、入社 3 年未満の社員な

どに、お客様から「相談相手」として認めて
もらうための知識とスキルを身につけさせる
こと

2. プログラム終了後の目標
初回面談で商談アポが取れるようになること
※商談アポとは

「商談アポ」とは、契約を前提とした打合せ
のアポのこと。結婚に例えると「結婚を前提
にお付き合いさせてください」と申し込んで
OK をもらうこと

3. 想定している参加者
① 2024 年 4 月入社の新入社員
※主として営業担当向けの内容ですが、他部

門の担当者が受講されてもかまいません
②他部門から営業部門に配属された社員
③部下育成を担当する営業管理職、営業研修

担当者

4. 受講方法
①オンライン受講
会社単位の申込みになります。セミナー開催

日の前日までに、視聴用 URL を送りますので、
そこから視聴してください。視聴人数に制限
はありません
②会場受講
個人単位の申込みになります。会場は弊社会

議室（東京・新宿）を予定しておりますが、
申込みが多い場合は会場を変更する場合があ
ります

5. お申込みから開催まで
①参加方法を決めてお申し込みください
②申込受付のメールを送ります
お申込みいただきましたら、弊社よりお申込

みご担当者様にメールを送ります。
③開催についてのご案内と請求書を送ります
2024 年 3 月初旬に、開催についてのご案内、

請求書を送ります。会場受講の場合は参加者
名簿を返送してください。費用は、開催日ま
でにお振り込みください6. コースと費用

オンライン参加の場合の費用（会社単位） 会場参加の場合の費用（参加者単位）
各種会員様 330,000 円（/1 社）各種会員様 66,000 円（/1 人）
非会員様 363,000 円（/1 社）非会員様 77,000 円（/1 人）
※オンライン受講の場合　2024 年 4 月 10 日（水）10 時～ 5 月 31 日（金）の 17 時まで視聴出来ます
ただし、4 月 10 日から 12 日はライブ配信、13 日、14 日編集のため視聴不可、15 日以降いつでも視聴可能です
※会場参加の場合、　4 月 15 日から 5 月 31 日までオンライン配信も視聴出来ます

お申込み方法は、最後のページをご覧ください

3
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7. 研修スケジュールと内容
1 日目・4 月 10 日（水） 2 日目・4 月 11 日（木） 3 日目・4 月 12 日（金）

目標
お客様応対の

基本を習得する
住宅営業に必要な

基本知識を習得する
住宅営業に必要な

基本スキルを習得する

09:30
〜

10:00

09:30 開始

1. 振り返り
・一日目の振り返り
・質問に答える

2. 建築に関する法律知識
・建築基準法と都市計画法の主なところ
　建築可能性・建築できる大きさ・高さ・
　建物の配置・防火・各種申請など

09:30 開始

1. 振り返り
・二日目の振り返り
・質問に答える

2. 合意形成ステップ
・意思決定
・合意形成ステップ　
　会話承認から Win=Win の合意形成へ

10:00
〜

10:50

10:30 開始

1. はじめに
・研修の目的、目標、進め方
・必要な知識とスキルの紹介

11:00
〜

11:50

2. 仕事の考え方と進め方
・仕事の進め方
・商談の PDCA　
・報告、連絡、相談

3. 建物の構造に関する知識
・構造種別と構造形式
・耐久性と災害対策
・暮らしの変化への対応など

3. 会話承認を得る
・会社紹介・自己紹介・商品紹介
・間取り・設備説明の基本（コト説明）
・構造・性能説明の基本（モノ説明）

休憩

13:00
〜

13:50

3. ビジネスマナー ①
・ビジネスマナー の重要性
・仕事の基本マナー
　あいさつ　お辞儀　身だしなみなど

4. 間取りに関する知識
・注文住宅とは
・玄関・居室・階段・収納についての
　考え方
・キッチン・浴室・洗面・トイレの
　考え方と設備について
・断熱性・気密性・遮熱性・ZEHについて
・太陽光発電・蓄電・V2H について
・バリアフリーについて

4. お客様を理解する
・シートを使いながらヒアリングする
　ヒアリング項目
・今の暮らしと新しい暮らし
・住まいづくりと自社を知ったきっかけ
・住まいづくりで分からない事、心配な事
・住まいづくりで重視する事
・支払いを聞いて予算を提案する
・建築地について

14:00
〜

14:50

4. ビジネスマナー②
・敬語
　敬語の意味　尊敬語と謙譲語
　丁寧語と美化語

15:00
〜

15:50

5. ビジネスマナー③
・電話の受け方
　電話の受け方準備　受け方基本
　取り次ぎなど

5. 資金計画についての知識
・工事に関する費用について
・住宅ローンについて
・ライフプランについてなど

5. 質疑応答・合意を得る
・質問対応 5 ステップ
・次の約束の取り方・基本

6. 初回面談
・全体の流れ
・受付から着座まで・予約対応
・着座してから行う事
・次アポの取り方

16:00
〜

17:00

6. ビジネスマナー ④
・来客応対　訪問する場合
　名刺　席次　応対　ご案内　飲み物　
　お見送り　ビジネス文書など

6. 住宅営業に必要な法律知識
・民法（所有権・抵当権・契約・相続など）
・不動産登記法・品確法について
・消費者保護法、個人情報保護法など

■講師
音地常弘（おんじつねひろ）
株式会社住宅産業研究所　コンサルタント
中小企業診断士・経済学修士・奈良ソムリエ
住友林業にて、営業・管理職・研修担当を行い現職に
最終学歴
大阪府立大学大学院経済学研究科経済学専攻博士課程前期修了
営業に関する考え方は、YouTube チャンネルをご覧ください
https://www.youtube.com/c/nantodiary



お申込みは このまま FAX で ⇒ 03-3358-1429
メールでも申し込めます ⇒ tactzemi@tact-jsk.co.jp

TACT とエクスプレスの無料枠は使えません

申込みプログラム
お申込みになるコースの左の欄にチェックを入れてください
参加人数（社）を記入してください
各種会員割引は、JSK 式住宅営業職新入社員研修のみです

チェック欄 コース名 単価 参加人数（社）

内定者向けオンライン通信教育コース 33,000 円 人

内定者向けオンライン通信教育・会社単位コース 220,000 円 社

TACT ゼミナール基本コース 99,000 円 人

TACT ゼミナール・会社単位コース 440,000 円 社

JSK 式住宅営業職新入社員研修・オンライン各種会員様 330,000 円 社

JSK 式住宅営業職新入社員研修・オンライン非会員様 363,000 円 社

JSK 式住宅営業職新入社員研修・会場参加各種会員様 66,000 円 人

JSK 式住宅営業職新入社員研修・会場参加非会員様 77,000 円 人

お問い合わせ先
プログラムの内容については、音地（オンジ）onji-t@tact-jsk.co.jp
それ以外は黒木（クロギ）03-6380-1271 まで

■申込書
貴　社　名 申込ご担当者様

申込ご担当者様
所属・役職 お電話番号

FAX 番号 メールアドレス

ご　住　所
〒

会員種別（○で囲む） 各種会員（TACT・エクスプレス・ハウスメーカーレポート・TACT テレビ・TACT リフォーム）　・　非会員　


